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ラ ベ ル 思考支援ツ ー ル に 関す る研究
参画型 ゼ ミ教 育へ の KJ 法 と王SOP 濡用 をめ ぐ っ て …

　　　　　　　　　 山口 ふ み
1

本研 究 は、ラベ ル を用 い た思考支援ツ ール に関する研 究 で あ る 、， 発表者は 、
こ れ まで 大学教 育 の ゼ ミ に 応月1

で きる ラ ベ ル を用 い た 「変換結合学習支援 ツ
ー

ル ．亅の 研究開発 を検討 して きた が 、そ の 前段階 と して 、KJ 法

を ヒ ン ト に作成 さ れ た ツ
ー

ル 、特に 智的問題解決技法 〔
．
ISOP 」の 、参画型ゼ ミ教育へ の 活用 の 有効性 と

．
11J育旨

性を中心に考
．
察する 。

〈 キー一ワ ード〉 ラベ ル 思考，参画型教育 ， 発想支援，変換結合学習 ，
ゼ ミ教育

1　 は じめ に

　 本研究で は 、ラ ベ ル を用 い た 恩考を支援する ツ
ー一

ル 国 の 教育へ の 有効性に つ い て考察す る ・発表者は

二1三た る研究テ
ーマ と し て 、学生 の 視点 や観点 の 変 換

の きっ かけとなるようなラベ ル を川 い た 「変換結合学

習支援ツール 」［2］［3］の 研究 開発 を検 討 し て い る 。そ

の 前段 階 として 、KJ 法 圄 に ヒ ン ト を得た既存の 収

束的思考支援ツ
ー

ル の 評価研 究を行 い 、大学教育に

有効 な 変換結合的 な 思考 や 発想 の 過程 に つ い て考察

しよ うと考え て い る 。 そ こ で 、まず既存の ツ
ール の参

画型ゼ ミ教育へ の 可 能性 に つ い て 実験 ・評価する rt

2　参画型ゼ ミ とラ ベ ル 思考 支援ツ
ール

　 大学教育審議会答申 ［51 に お い て 、高等教 育の 課

題 と して創造牲 の育成が求め られ て きて い る 。 しか

し現在 の 大学ゼ ミ教 育で 創造性 の 開発 の ため に ラ ベ

ル を用 い た 思考方法 、お よ び 発想支援の ツ
ー一

ル が用

い られて い る と こ ろ は非常に少な い
。

　 そこ で本研究で は 、人間 が 「場」に関わ る参加 の

最終段階を 「参画1 とい う考え方 で捉え．、人間が よ り

主体 的 に 関 わ る参画 の 場面 で の 創造性 の 開発を 目指

して い る 。

　　「参加の ：
．
三段 階理 論 」同 に よ る と 、参画 と は 、

一
般的な参加 の 場面 で は 、参集 （at，tellda．nce ）、参 IJ．

（participation）、参画 （commitment ）と い う3 つ の段

階 に わけた場合の 第 3 レ ベ ル の 参加 の 形態 にあた る。

すな わ ち参画 とは 『その 場の 全体状況 を共有化 し つ

つ 、計画 ・実施 ・伝承を行V丶 有機的な場づ くりそ の

もの を担 い 合 い 、そ の 場 との
．一・
体化 を め ざす包括 的

なか か わ り方』とい う参加形態 で あ る 。 さ ら に 「参画

型 の ゼ ミ 」と は 、参加 の 三 段階理論、お よび参画 型

教育 の 方法を大学 の ゼ ミ に応用 した もの をい い 、「学

　
iYAMAGUGHI

　 Furni ： 北 陸先端科学技術 大学 院大学

　 情 報科 学研 究科
・

生参画授業」［6］とい う授業形 態 で 行 わ れ る 。
こ の授

業は
、 学生

一
人
一

入 が授業の企画 ・実行 ・評価 ・イ云承

に加1担 し、授業開発 を行 っ て い くシ ス テ ム で ある 。 授

業の タ イ プ に は 、参集型 （attendance 　type）、参与型

（pal
’
ticipatiorl　type）、参画型 〔cOInmitlnent 　typc ）と

い う参加型が ある 、、

　　な お 、発表者は教育系 の 大学 の 学部 3 年次に お い

て 専門系 の 基礎 ゼ ミを受講 し、学生 リ
ーダ ーと して

授 業開発 の 実践 を行 っ た 。
こ の 授 業は 、学生数は 30

人 ・通年 24 回 ・41樹、乞の ゼ ミ で あ り、こ の 「学 生 参画

授業」方式を用い て 行わ れた 。
こ の ゼ ミで は学生 リ

ー

ダ
ー

が中心 となっ て 、i
’
　A己変革と阯界観 の構築』図

を め ざし、ラ ベ ル を媒介 に ゼ ミ生全 員で ゼ ミの 開発

に 参画 した 。 そ の 結果は教 育系の 学会等で 報告 して

い る 。 本研究は 、そ の 具体的 な 理論化 ・ツ
ー

ル 化 を め

ざす もの で ある 。

　　とこ ろ で 、「ラベ ル思考」［6］とは 、ラベ ル を使 っ

て 思考を効果的 に行 っ て い く方法 をい い 、ラ ベ ル 思考

の コ ン ピュ
ータ に よ る支援 ツ

ール を 「ラ ベ ル 思 考支援

ッ ール iと呼ん で い る 。

　 以上 の よ うに、学生 の 参加を捉す参画型 の ゼ ミに

お い て 、学生 白身が 積極 的に関わ り、学生 聞、学生
・

教師 問 で の 相互 関与に よる創造性 の 開発 をめ ざ して

い る 。 こ の 基本 コ ン セ プ ト を もと に 、参加感の あ る

「参画支 援 ッ
ーt一ル 」同、ある い は 「参画 型 の ラ ベ ル 思

考支援ツ
ー

ル 目3｝を開発する 。

3 　 KJ 法に ヒ ン ト を得た ツ ール

　 現在、KJ 法 に ヒ ン トを得た発想支援シ ス テ ム ・

ッ
ー一

ル ［11［7）は、か 効 研究 され て きて い る ・ し か

し なが ら、大学教育に おい て 活Hlされて い る ツ
ー一一

）レは

少な い
、，しか も KJ 法をヒ ン トに した とは い え 、

　KJ

法の特性と精判1を忠実に表現で きる ツ
ール は少ない

。

特 に生成 され た図解等の 評価に つ い て は 、未だ
．
十分
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な 評 価研究は な さ れ て い な い 。そ こ で 発 表者 自身は 、

今後、こ れ らの問題点を解決するよ うな、KJ 法を包

含する ラ ベ ル 思考支援シ ス テ ム を実現する予定で あ

る 。 特に表 1 ［9］［10］［11］に挙げた ツ
ール を中心に、既

存の収束的思考支援ツ ール の 実験 ・評価を行 う。

4　 ラ ベ ル 思 考 と ISOP の 接点

　 工SOP （Ideal　Solution　 of 　PrQblem 　 method 　com −

puter ）
2
［g1 とは 、　KJ 法 を ヒ ン ト に作成 され た コ ン

ピュ
ー

タ支援による 「智的問題解決技法」であ る 。 こ

の ソ フ トは 、こ れ ま で の KJ 法 の デ メ リ ッ トを解消し、

企業 の マ
ー

ケ ッ テ ィ ン グ戦略的情報 シ ス テ ム （MSIS ）

と問題解決能力の 開発 に有効な ソ フ トの 開発 をめざ

して 作 ら れ た もの で あ る 。 特に こ れ か ら の SIS は 、定

性的 か つ 定量的情報 の 情報収集力 ・情報価値創造力を

養成する教育シス テ ム と情報ネ ッ トワ
ー

ク経 由 で 情

報 の 共有化が 可能なデ ータ ベ …ス シ ス テ ム を必要 と

して い る。つ まり、こ の ソ フ トの 基本 コ ン セプ ト は、

こ れ まで の よ うな定量 的 なデ
ー

タ だけで は こ れ か ら

の 情報社会に有益 な デ ータ は得 ら れ ない と し、定性

的なデ
ー

タを処理する た め の ソ フ トと して作 られた 。

　 ISOP は 、 既存の KJ 法 の ツ
ール と比較す る と、

よ り忠実に KJ 法 を実現で きる ツ
ー

ル で あ る。KJ 法

をコ ン ピュ
ー

タで作成する上で 重要なス テ ッ プ ご との

基本原則 ［図解化 ・文章化等1の 問題 もかな りクリ ア

され て い る 。 また現在 、電子 メール ベ ース で も動 き

始め て い る 。 ISOP を用 い て の グ ル ープ に よ る 問題解

決 に 人 々 が参画で きるため、人 の 参加 ・交流 の 活発化

の た め の ツ
ール と して も期待で き る 。 ラ ベ ル 思考は 、

基本的 に ラベ ル を用 い て 思考を支援す る もの で あ る。

ISOP を用 い る と、こ の 基本 的な ラ ベ ル （紙切 れ あ る

い は カ ー
ド）の 効果 が 発揮 で き、KJ 法

・NM 法 ［81　
・

PERT 法
・
イ メージ 法等の 計算機 の 支援に も利 用で

きる と考えら れ る 。 すな わ ち、「ラ ベ ル思考支援 ツ
ー

ル 」の構築には、今後 ISOP の持 つ 各種機能が非常に

期待で きる と考えられ る。

5　 1SOP の 評価 ・実験計画

　 こ れ まで 、発表者は、実験の ため に プ レ テ ス ト を

数回行 っ て い る 。 具体的に は、KJ 法の知識 ・実践の

有 無、コ ン ピュ
ー

タの 使用経験 の 有 る者か ら無 い 者ま

で 、学生 を数十名ほ ど集め て 、ISOP の 実験の 手順 ・

操作方法等 の 基本操作 の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を行 っ

た 。 本プ レ テ ス トに 基づ い て 、実験 の 蛬本手順 、評価

2

（株）ア イテ ッ ク 開発

に 必要 な デ ータ収集方法 等 に つ い て
、 基礎的な実験

計画を立案 した 。

　　こ の プ レ テス トをもと に、本実験で は 、手で行 な

う場合 ・コ ン ピュ
ー

タを用 い て行 う場合、ISQP を用

い る 場合 ・KJ 法をヒ ン トに 作 られ た 他 の 既存 の ツ
ー

ル を用 い る 場合 の 比較等 を定量的 ・定性的に行 う予定

で ある 。 また 、KJ 法の視点、ラ ベ ル思考の視 点か ら

ッ
ール の 活用、お よ び 作成 され た図解 につ い て の考

察 も行 う。

　 定量 的 なデ
ー

タ と して は 、作 業時 間、ラ ベ ル 数、

文字数、ス テ ッ プ数、グ ル
ー

プ数等に つ い て 行 う。

　 定性的なデ
ー

タ と して は
、 KJ 法 を知 っ て い る 人

の場合 、 事前に 「コ ン ピ ュ
ー

タ で KJ 法をや る場合の

メ リッ ト
・デ メ リッ 】

・」等に つ い て ア ン ケ
ー

トをと り、

中聞、お よ び噸後 の ア ン ケ
ー

ト結果等を比較す る 。 ま

た、コ ン ピュ
ー

タを使 うこ とに よ っ て 、他 の 方法で は

で き な か っ た よ うな活動が な さ れ て い る か どうか を

吟味 する，，

　　また 、 工SOP を使 っ た場合 、 ブ レ
ー

ン ス ト
ーミ ン

グ で 同枚数 ・同内容の ラ ベ ル をだ し、メ ール で メ ン

バ ーに送 り、同時刻に数人で 図解を作 っ た場合の評価

も行 う。 大人数の 時の 効果、小人数の 時の 効果等に つ

い て も考察する。また図解の で きばえ 〔KJ 法 の 原則

との 比較）、他人の 評価 （衆目評価）、自己評価 、
’
文章

化 、感想等に つ い て の 分析 を行 う。 さ ら に 、こ の ソ フ

トを用い て の 論文執筆、学習の 記録 、メ モ等の 記録 ・

整理等、多様な可能性 に つ い て も探 っ て い く。

　　なお 、実験対象は 、M 大学 の 学生 、そ の 他大学院

生を中心に行 うD 実験 ・評価 の計算機環境は 以下 の よ

うなもの であ る ：LAN で 結 ばれた 19 台の IBM 　PSIV

環境 （2405WW8 モ デ ル 、仕様 ：486SX ／20，　Meln ；8M

，HDD ：85M 、　 DOS ： IBM 　DOS 　J5．02f
’
V ）u

　　以．ヒの よ うな計画を もとに小 実験を行 い 、そ の 結

果 を大会 で 報告す る 予 定 で あ る。

6　 変換結合学習支援ツ
ール と ISOP の

　　 関連

　 発表者は、こ の ISOP の ソ フ トは、こ れか らの 大

学教育に即応用で きる と考える 。特 に参画 型 の ゼ ミ

に おける活用、KJ 法の研究、ラ ベ ル 思考そ の もの の

研 究等に応用で きる 。 さらに 学生 の 問題発見 ・問題解

決能力 ・情報活用力 ・炉晴報 リテラ シ ー
能力 ・情報機器

操 作能力 の 育成 にも大きな効果がある と期待で きる 。

　 上記 の 評価 をふ まえ た 上 で 、発表者は 、「変換結

合学習支援 ツ
ー−

」レ ］の 研究開発 を行 う。 「変換結合学

習」と は
、 発表者 らが 創 案した ラ ベ ル 思考の

一
種で 、

課題を決め 、その 課題に関連する事象．に共通する本質

一31
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をみ つ けだ し 、 そ の 本質をつ なぐ視 “1を発見し、そ の

新 しい 視点で 問題の 解決構想 を組み立て 、具体策 ま

で 求 め る方法で あ る。こ れ は、新 しい 観点 を設定 し、

任意の 事象を分解 し て 、継承すべ き本質を抽出 しよ

うとする学習方法で ある 。 こ の 学翌方法を計算機で

支援 しよ うと して い る の が 、「変換結合学習支援 ツ
ー

ル」［3］で あ る 。

　　本 ツ
ール の 目的 として は、教育の 場 にお い て学習

者に未知 の 問題が 与えられ る とい う設定の もと に 、学

習者が計算機の 知識ベ ー
ス を用 い て 、あ る新 しい 視

点を発 見 し、既知の 知識を 結 合 さ せ 未 知 の 知識 を形

成 し、変換結合的な発想 の 支援を行お うとする もの

で ある 。 こ の 過程を通 して学習者が 持 っ て い る イ メ
ー

ジ ・視 鄭 観 点等の 変換を図 り、自己 と障界を結合的

に 捉 え、参画者の創造的活動意欲 を喚起 す る こ とを

目的と して い る 。

　　 「変換結合学習 支援ツ
ール 」［3｝の 具体的 な 手順

は次の ような もの で ある 。

　1）課題設定、2）類似課題提示機能 ・類似課題選択、

3）主要キ
ー

ワ
ー

ド抽出、4）デ
ータ ベ

ー
ス 検索機能、

5）語彙デ ー汐 格納機能 、6）性質デ ータ抽 出機能、7）

本質知識付与機能、8）変換結合知識作成 ・思考訓練

　 なお 、 既存ソ フ トで ある類語辞書 ［角川］、分類語

彙表 ！国立国語研究所］、世 界大百科辞典 、［1］BS ブ リ

タ ニ カ辞典等を改 良使 用 し、メ イ ン と な る 部 分 は 、

SYBASE ［NTS ｝等 を用 い 独 自に試作す る 。シ ス テ ム

の 構築は ワ
ーク ス テ

ーシ ョ ン 、もし くはパ ソ コ ン 上で

C 言語 を中心に行 う。

7　 お わ り に

　　本稿で は 、大学の ゼ ミ に おけ る ラベ ル 思考 と既

存ツ
ー

ル の 関連に つ い て の考察と、評価の ため の 実

験計画につ い て述べ た。今後は個別の ゼ ミ の 目的、内

容、方法を十分にふ まえた、新 しい 教育評価方式を開

拓 しつ つ 、特に コ ン ピュ
ータを用 い た ツ

ール を使 っ て

で きる 図解等の 定性的 ・定景的な評価に つ い て ラベ ル

思考の視 点から研究を進め て い く。 また こ の 評価 をふ

ま えて 、ラベ ル を使 っ た 「変換結合学習支援 ツール 」

の 開発、お よびそ の ゼ ミへ の 活用に つ い て 研 究を展

開す る 。
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は 多大 な 協力 を頂い た 。ま た武蔵大学 の 中原 リサ さ ん ら学

生 さん に も実験 に心良 く協力 して 頂い た 。大変 あ りが た く

思 い ます。こ の 紙 面に お い て 感 謝 の 意を表 し ます。
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表 1 ： KJ 法お よ び KJ 法に ヒ ン トを得た代表的 な支援 ツ
ール

KJπ
一一一’

ISOP KJ エ デ ィ タ GUNGEN 〔翫
一

騨
一

．　　
噛
子
・口　　

洗
子

二
．
、

雑多
・
大量の 断 片情報 の

玉濡
・の 　日　　　 シ．ス テ

ム の 構築と問題解決 能力

汚一
級矧 こ K 」 り

い た情轍操作の 計算機上

て
の 訂 算　 二 で KJ 伝

を協調 して実行 す るた め

定性 的 な 情報整 理 ・全体 の 開発 の た め の 定性 的デ で の 支援 の 支援

像 の把 握
一

夕 処 理 の 支接

の 　 、 W 　 ロ　 　 モ
ー

ル、6
ラ ウン ド累積 KJ 法、個

　　　　　　 ’　〒
菌　　 口　　 ．　　 、疋

’

報、ス パ イ ラル 型問題解

1〕　
一
　
甲
　、2）ク ル

ー

イ匕、3）豚1解イヒ、4｝文章イヒ

不 ッ　 ワ
ー

ク　
．
で の

ル ープ KJ 法、知的生 産

入 KJ 法．グル ー．プ KJ 決、教育硬修 コ
ース の マ の 4

．
つ の ス テ ップ か らな 活動の 支援

法 ニ ュ ア ル 化 る KJ 法の 計算機 上で の

支援

旨面 の 6 ラ ウ ン ドの KJ 伝 　　・

景に、1ラウン ドの ステ ッ

プ 毎の 方法 が 手順化

　 ス テ ッ　　 KJ 法 に 思

実に コ ン ピュ
ー

タで 支援、
図解化 ・文 章化支援機能

匯　　．の．．．・
覧 一．問．・の

決の た め に 、ユ ．ニ バ ・一
サ

ル 画面 ・ロ ーカル 画 面 を

持つ
。

ロ
ーカル 画面 で は

デ
ー

タ ベ ー
ス 　再　 して

知 的生産 の 技術 カ
ー

ド支

援シ ス テ ム WadaInan 使

用、画面縮小 機能、雑 談

高速バ ニ ング方式 を採 用 機 能、発 耆権制御機能

．ヨ．言　L MS −DOS 　Ver3 ，0 ♪
二， PC798  1、　C 蕎諾 （高速 Apple 　Macin 沁 sh 、リモ

二　，Lいq ロロ

MS −Windgws 　Vcr3 ．0 以 処 理が 必 要な 画面表示関
一トコ ン トロ

ール ソ フ

上の パ ソ コ ン で Netware 係 は ア セ ン ブ ラ 畜語）で ト ウ ェ ア　 Tinhlktu3 ．1

を用い る と、LAN 経由で 言己述、SUN 版 X ウ イ ン （Fa・al1。 n　 C 。 凧 pu 亀in9）

メ
ー

ル の や りとりが 可能 ド ウ （グ ル
ープ KJ 法版 で、2 台の計算機 の 9 イ

（PC −9801 ，IBM ） も開発 中） ン チ の 共用 ウ ィ ン ドウを

制 御 DHyperCard 上 で

Ilyper　Talk を用 い て 実

行
凵、 KJ ．二A −1L 　 、B 　

l
爻丁

・
　 　　 　　 　　 　　 　　 の　　 、　　　　　　　　　　　　、 KJ く A 型爾 峯 グ 万＝ヲ 唳了法

章化、花 火図解 巣 図解

馬
　　

の
 

．．μ　 　
馳
　　 、1くJ1 珍 國．1．・　　 〜

・
節 、気 1 究、要

・堕
礪

一
ラ「フ 、 イ11 九 、字 尤

’ノ
｛ 1

研 修 配
’
請報報告、情 報 リテ ラ ウェ ア 設計 におけ るボ ト

シ
ー

教 育 ム ア ツ プτ：程

P 心　の 　 土　 ・’．　 の 一 KJ 法 の ニー貝に　　 こス ．　 の ラ ベ ル 罰 こ 弼 ク 丿レー’　，掻
．
獅　

．．
に 　　）

義化 ・文 章化が 町 能、個 テ ッ プ、完成度の 高い 図 生可 能、KJ 法 に こ だ わ メ ン バ ー間の 思 考の 共有

と全体 の 調和 解 化 ・文章化 支援機能、 らない ラ ベ ル の 操作可 能 化が 「1∫能

i 色 彩豊かな Windows 版、
コ ン ピ ユ

ー
タの 特性 を最

大限 に発 揮 
　豆戸 酌 の こ　 の 日1　 三 、 、

る 。 出来上 が っ た 図解が

　　　　　　　　　　．一”
　 で 1 、ム

’・
飽
・
守

か な り高度 な技術 が 用い

カ
：「飆 を率は、

．
扎

ヒで の 手作業 に劣 る。．．・
KJ 伝 の トレ ーニ ン グへ

の 配慮不 足D 見出 しの位

か さば る 。 図解化 で ラベ られ て い る が コ ン ピ ュ
ー

覧牲 を追 求 した た め 、評 置 ・形態が 不
．
卜分

ル を展 開 し、表札 を写す

の に時 間が か か る 。

タで はハ
ー

ドの 限界が あ

り、手作 業に 比 べ る と画

面上 で の 図解の ．．・
覧性 は

劣 る。

価 ・実験で 、画 面上 の パ

ニ ン グ で 舟 酔い 現象 が 発

生

’Eの 、容 ワ
ー

クス テ
ー

ン ヨ ン へ の

移植、各 ラ ウ ン ド ご との

支援機 能、colab 機能．、デ
ー

タベ ース の 作 成

高 　
…

　の デ ィス 　 レ

の 必要性、パ ニ ン グ の 解

消、B 型文章化支援機能、
ソ フ トウェ ア ；投言

．1．におけ

る ト ツ プ ダ ウ ン 設 計用 図

式 エ デ ィ タの 開 発

KJ 法 B ．．又 章 　
．’

能。KJ 法の 教育研修後、
コ ン ピ ュ

ータ を使用 する

必要性あり
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